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Ⅰ．緒言
超高齢社会を迎え、平均寿命だけでなく健康寿命1を伸ばす
為の運動習慣の重要性が叫ばれて久しい。健康的な社会生活
を営むためにスポーツ・運動を通して身体を動かす楽しさを
感じることとともに、体力の維持・向上をはかることは重要
であることは言うまでもない。法政大学においてもほぼすべ
ての学部において、体育実技を含む科目が必修もしくは選択
必修科目とされており、学生がスポーツに取り組みやすい体
制がとられている。運動に取り組む際や運動能力自体の評価
として、本邦では文部科学省が行っている体力テスト2が一般
的であり広く行われている。体力テスト実施要項（20歳から
64歳対象）2では握力（筋力）、上体起こし（筋持久力）、長座
体前屈（柔軟性）、反復横とび（敏捷性）、20mシャトルラン
（全身持久力）、立ち幅とび（パワー）を測定項目として採用
している。このような能力、すなわち筋力、パワー、スピー
ド、持久力、敏捷性といった機能的なパフォーマンスの量的
要素３は、いわゆる行動体力評価の指標として一般的なもので
ある。一方でGray３はこのようなパフォーマンスの量的要素
の前に、機能的な動きの質的要素として、関節可動域、ボ
ディコントロール、バランス、スタビリティが獲得されてい
る必要があり、これらの機能的な動きの質的要素が不十分で
あることがスポーツや運動による外傷や障害の一要因である
ことを提唱している３。またこのような機能的な動きの質的要
素を評価する手法が乏しいことも挙げている３,４。本邦では整
形外科的メディカルチェックとして筋タイトネステストや全
身関節弛緩性などの評価が行われている５が、医学的な側面が
大きく、測定者が専門の教育を受けていないと客観的な評価
は難しい。
Functional Movement Screen（以下、FMS）はGrayが開発
した機能的な動きの質を評価するためのスクリーニングテス
トである３,6。FMSは各関節の可動性（モビリティ）と安定性
（スタビリティ）に関する動きであるスクワット、ステップ、
ランジ、リーチング、ストライド、キック、そして前後スト
レスと回旋ストレスに対して体幹を安定させる動きを用いて
いる。評価は0点から3点までの4段階で行われ、一般的にみら
れる代償動作なしに動きを行うことができれば3点、いくつか
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の代償動作を伴いながら動きが行われれば2点、動きを行うこ
とができない場合は1点、そしてテストの際に痛みがある場合
は0点である６。FMSは左右あるものも含めて7種目あり、合
計点は21点である６。
本研究では本学新入生を、学部でスポーツを専攻しない学
生（文学部学生）と専攻する学生（スポーツ健康学部学生）
に分け、新入生の体力測定にFMSを導入し、運動習慣評価と
合わせて、学部生の身体運動の特徴を評価することを目的と
した。
Ⅱ．方法
１．対象
対象は2013年度文学部の新入生のうち、春学期に「スポー
ツ総合演習」を受講した113名（男性48名、女性65名）および
2013年度スポーツ健康学部の新入生のうち新入生メディカル
チェックを受けた165名（男性113名、女性、52名）の計278名
を対象とした。
２．運動習慣および運動経験に関する質問紙調査
現在の運動習慣および、高校生（16歳から18歳）、中学生
（13歳から15歳）、小学生（7歳から12歳）、小学校入学以前（6
歳以下）の運動習慣および運動経験に関する質問紙調査を
行った。質問紙では各時期に地域のクラブ・スポーツ少年団、
道場、フィットネスクラブ等でスポーツ・運動を行っていた
かどうかを尋ねるものとし、対象者自身の考えにより運動習
慣の有無を回答するものとした。
３．Functional Movement Screen（FMS）
FMSとして、Deep Squat、Hurdle Step、Inline Lunge、
Active Straight-Leg Raise、Trunk Stability Pushup、Shoulder
Mobility、Rotary Stabilityの7種目を実施した。各種目はGrayの
方法６に則り、0点から3点（満点）の4段階で評価を行った。
左右側のあるHurdle Step、Inline Lunge、Active Straight-Leg
Raise、Shoulder Mobility、Rotary Stabilityは点数の低い側の点
数をその種目の点数とした。
評価方法は下記のとおりとした。①文学部では「スポーツ
総合演習」の授業内で担当教員が説明し、実施するFMSの内
容と方法を解説したレジュメをもとにして、各学生同士がお
互いに評価を行った。実施時期は2013年5月初旬であった。②
スポーツ健康学部では新入生全員を対象に行っている新入生
メディカルチェック内でFMS評価を行う担当の2年生から4年
生の学生が評価を行った。実施時期は2013年4月初旬に実施し
た。
４．解析方法
FMSの結果は、文学部、スポーツ健康学部ごとに、全体、
男女別、現在の運動習慣の有無、高校生時の運動習慣の有無、
中学生時の運動習慣の有無、小学生時の運動習慣の有無、小
学校入学以前の運動習慣の有無ごとにFMSの合計点数を群分
けし、比較検討した。また文学部とスポーツ健康学部のそれ
ぞれの群間でも比較検討を行った。統計解析にはMicrosoft
Excel Statcel ver.2を用い、マンホイットニのU検定を行った。
有意水準は5％とした。尚、結果は平均値±標準偏差で示し
た。
Ⅲ．結果
１．運動習慣および運動経験に関する質問紙調査
運動習慣および運動経験に関する質問紙調査の結果、文学
部およびスポーツ健康学部学生の現在の運動習慣から遡って
小学校入学以前までの運動習慣を図1に示した。小学校入学以
前の運動習慣に文学部とスポーツ健康学部の間でほとんど差
が認められなかった以外、その他の年代ではすべてスポーツ
健康学部学生の方が運動習慣を持つ者が多かった。
図 1 運動習慣および運動経験に関する質問紙調査
小学校入学以前から現在までの運動習慣の有無を調査した。
あり：運動習慣あり，なし：運動習慣なし
２．全体のFMS値
文学部とスポーツ健康学部全体のFMSの値を表1に示した。
FMS合計点は文学部が16.9±2.4点、スポーツ健康学部が
17.5±2.1点であり、統計学的に有意にスポーツ健康学部の方
が高得点を示していた（文学部：順位和14283 平均順位126.4、
スポーツ健康学部：順位和24498 平均順位148.5、p=0.02）。
表 1 全体のFMSの値
文学部全体 
Deep Squa t Hurdle Ste p Inline Lunge 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
 2. 2 2. 8 2. 6 2. 6 2. 0 2. 7 2. 1 16.9 
S D 1. 1 0. 5 0. 7 0. 7 1. 0 0. 6 0. 5 2.4 
n = 113 
スポーツ健康学部全体 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 4 2. 7 2. 6 2. 4 2. 7 2. 1 17.5 
S D 0. 7 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
n = 165 
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
※文学部 vs スポーツ健康学部: p<0.05 
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３．男女別のFMS値
文学部とスポーツ健康学部の男女別のFMSの値を表2に示し
た。FMS合計点は文学部の男性が16.8±2.7点、女性が16.9±
2.1点であった。スポーツ健康学部の男性が17.5±2.2点、女性
が17.3±1.8点であった。文学部、スポーツ健康学部ともに男
女間に有意差は認められなかった（文学部：p=0.995、スポー
ツ健康学部：p=0.31）。さらに文学部とスポーツ健康学部の男
性同士の間、女性同士の間にも有意差は認められなかった
（男性：p=0.10、女性：p=0.28）。
表 2 男女別のFMSの値
４．現在の運動習慣の有無とFMS値
文学部とスポーツ健康学部の現在の運動習慣別のFMSの値
を表3に示した。FMS合計点は文学部の現在の運動習慣ありが
17.3±2.8点、なしが16.8±2.1点であった。スポーツ健康学部
の現在の運動習慣ありが17.7±2.5点、なしが17.2±1.7点で
あった。文学部では、現在の運動習慣の有無で差は認められ
なかった（p=0.16）。一方、スポーツ健康学部では現在の運動
習慣のある者の方がない者よりも有意にFMS合計点は高得点
を示した（図2、運動習慣あり：順位和7631.5 平均順位91.9、
運動習慣なし：順位和6063.5 平均順位73.9、p=0.02）。文学部
とスポーツ健康学部の現在の運動習慣あり同士の間、なし同
士の間には有意差は認められなかった（あり：p=0.61、なし：
p=0.21）。
図 2 スポーツ健康学部学生の現在の運動習慣の有無とFMS値
あり：運動習慣あり，なし：運動習慣なし. ＊：p<0.05
表 3 現在の運動習慣別のFMSの値
５．高校の運動習慣の有無とFMS値
文学部とスポーツ健康学部の高校時代の運動習慣別のFMS
の値を表4に示した。FMS合計点は文学部の高校時代の運動習
慣ありが17.8±2.3点、なしが16.4±2.3点であった。スポーツ
健康学部の高校時代の運動習慣ありが17.5±2.1点、なしが
16.9±2.1点であった。文学部では高校時代の運動習慣のある
者の方がない者よりも有意にFMS合計点は高得点を示した
（図3、運動習慣あり：順位和2565 平均順位62.6、運動習慣な
し：順位和2791 平均順位45.0、p=0.004）。スポーツ健康学部で
は高校時代の運動習慣の有無で差は認められなかった
（p=0.18）。一方、文学部とスポーツ健康学部の高校時代の運動
習慣あり同士の間、なし同士の間には有意差は認められな
かった（あり：p=0.33、なし：p=0.43）。
図 3 文学部学生の高校時代の運動習慣の有無とFMS値
あり：運動習慣あり，なし：運動習慣なし. ＊：p<0.05
表 4 高校時代の運動習慣別のFMSの値
文学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 4 2. 9 2. 7 2. 7 2. 4 2. 6 2. 2 17.8 
S D 1. 0 0. 5 0. 7 0. 5 0. 8 0. 7 0. 5 2.3 
なし 
2. 0 2. 7 2. 6 2. 6 1. 7 2. 8 2. 1 16.4 
S D 1. 1 0. 6 0. 7 0. 6 0. 9 0. 5 0. 5 2.3 
あり：n = 41　なし：n = 62 
ス ポーツ健康学部 
あ り ASL R TS Pushup 
Shoulder 
Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 4 2. 7 2. 6 2. 5 2. 7 2. 0 17.5 
S D 0. 7 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
なし 
2. 3 2. 3 2. 5 2. 7 1. 9 2. 9 2. 2 16.9 
S D 0. 8 0. 6 0. 6 0. 5 1. 0 0. 2 0. 4 2.1 
あり：n = 147　なし：n = 18 
※文学部のあり vs なし: p<0.05 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
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文学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 3 2. 7 2. 4 2. 7 2. 4 2. 6 2. 2 17.3 
S D 1. 1 0. 6 0. 9 0. 6 1. 0 0. 7 0. 5 2.8 
なし 
2. 1 2. 8 2. 7 2. 6 1. 8 2. 8 2. 1 16.8 
S D 1. 1 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
あり：n = 34　なし：n = 69 
ス ポーツ健康学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 7 2. 5 2. 7 2. 6 2. 6 2. 7 2. 0 17.7 
S D 0. 6 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 6 0. 6 2.5 
なし 
2. 4 2. 4 2. 6 2. 6 2. 3 2. 8 2. 1 17.2 
S D 0. 7 0. 5 0. 5 0. 6 0. 9 0. 5 0. 3 1.7 
あり：n = 83　なし：n = 82 
※スポーツ健康学部のあり vs なし: p<0.05 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
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Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
文学部 
男性 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 1 2. 8 2. 6 2. 4 2. 3 2. 6 2. 1 16.8 
S D 1. 1 0. 6 0. 8 0. 8 0. 9 0. 7 0. 4 2.7 
女性 
2. 2 2. 7 2. 7 2. 7 1. 7 2. 8 2. 1 16.9 
S D 1. 0 0. 5 0. 7 0. 5 0. 9 0. 5 0. 6 2.1 
男性：n = 48　女性：n = 65 
ス ポーツ健康学部 
男性 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 4 2. 7 2. 5 2. 7 2. 6 2. 0 17.5 
S D 0. 6 0. 5 0. 6 0. 6 0. 8 0. 7 0. 5 2.2 
女性 
2. 4 2. 5 2. 7 2. 9 1. 9 2. 9 2. 1 17.3 
S D 0. 8 0. 5 0. 5 0. 3 1. 0 0. 4 0. 5 1.8 
男性：n = 113　女性：n = 52 
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６．中学の運動習慣の有無とFMS値
文学部とスポーツ健康学部の中学時代の運動習慣別のFMS
の値を表5に示した。FMS合計点は文学部の中学時代の運動習
慣ありが17.2±2.6点、なしが16.5±2.0点であった。スポーツ
健康学部の中学時代の運動習慣ありが17.5±2.1点、なしが
17.1±2.3点であった。文学部、スポーツ健康学部ともに中学
時代の運動習慣の有無で有意差は認められなかった（文学
部：p=0.10、スポーツ健康学部：p=0.63）。さらに文学部とス
ポーツ健康学部の中学時代の運動習慣あり同士の間、なし同
士の間にも有意差は認められなかった（あり：p=0.61、なし：
p=0.34）。
表 5 中学時代の運動習慣別のFMSの値
７．小学の運動習慣の有無とFMS値
文学部とスポーツ健康学部の小学時代の運動習慣別のFMS
の値を表6に示した。FMS合計点は文学部の小学時代の運動習
慣ありが17.0±2.5点、なしが16.8±1.9点であった。スポーツ
健康学部の小学時代の運動習慣ありが17.5±2.1点、なしが
17.4±2.6点であった。文学部、スポーツ健康学部ともに小学
時代の運動習慣の有無で有意差は認められなかった（文学
部：p=0.64、スポーツ健康学部：p=0.74）。さらに文学部とス
ポーツ健康学部の小学時代の運動習慣あり同士の間、なし同
士の間にも有意差は認められなかった（あり：p=0.20、なし：
p=0.27）。
表 6 小学時代の運動習慣別のFMSの値
８．小学入学以前の運動習慣の有無とFMS値
文学部とスポーツ健康学部の小学入学以前の運動習慣別の
FMSの値を表7に示した。FMS合計点は文学部の小学入学以前
の運動習慣ありが17.3±2.6点、なしが16.7±2.1点であった。
スポーツ健康学部の小学入学以前の運動習慣ありが17.7±1.6
点、なしが17.3±2.3点であった。文学部、スポーツ健康学部
ともに小学入学以前の運動習慣の有無で有意差は認められな
かった（文学部：p=0.10、スポーツ健康学部：p=0.35）。文学
部とスポーツ健康学部の小学入学以前の運動習慣あり同士の
検討では有意差は認められなかった（あり：p=0.73）。一方、
なし同士の検討ではスポーツ健康学部が有意FMS合計点は高
得点を示していた（図4、文学部：順位和4295.5 平均順位72.8、
スポーツ健康学部：順位和9399.5 平均順位88.7、p=0.04）。
表 7 小学入学以前の運動習慣別のFMSの値
図 4 小学入学以前の運動習慣なし同士のFMS値
＊：p<0.05
Ⅳ．考察
１．運動習慣とFMSについて
文学部生とスポーツ健康学部生におけるFMSの結果は、ス
ポーツ健康学部生の方が高得点を示していた。もともとス
ポーツや運動を積極的に実施してきた学生達が大学でもス
ポーツを専攻にと考えて入学を決めた者が多いスポーツ健康
学部生達の方が、FMSの高得点につながったと考えられる。
また高校時代の運動習慣ありの者は文学部生が39.8％、スポー
ツ健康学部生が89.1％と差がみられていたことも一因と考えら
れる。一方で、大学に入学した後である現在の運動習慣あり
の者は文学部が33.0％、スポーツ健康学部が50.3％であり、両
100％ 21点 
文学部 スポーツ健康学部 
20点 
19点 
18点 
17点 
16点 
15点 
14点 
13点以下 
90％ 
80％ 
70％ 
60％ 
50％ 
40％ 
30％ 
20％ 
10％ 
0％ 
＊ 
文学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 3 2. 8 2. 6 2. 6 2. 3 2. 7 2. 1 17.3 
S D 1. 1 0. 6 0. 8 0. 6 1. 0 0. 6 0. 5 2.6 
なし 
2. 1 2. 8 2. 6 2. 6 1. 8 2. 7 2. 2 16.7 
S D 1. 1 0. 5 0. 7 0. 6 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
あり：n = 44　なし：n = 59 
ス ポーツ健康学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 5 2. 8 2. 6 2. 4 2. 9 2. 1 17.7 
S D 0. 6 0. 5 0. 4 0. 5 0. 9 0. 3 0. 4 1.6 
なし 
2. 5 2. 4 2. 7 2. 6 2. 4 2. 6 2. 1 17.3 
S D 0. 7 0. 6 0. 6 0. 6 0. 9 0. 7 0. 5 2.3 
あり：n = 59　なし：n = 106 
※運動習慣なしの文学部 vs スポーツ健康学部: p<0.05 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
文学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 2 2. 8 2. 6 2. 6 2. 1 2. 7 2. 1 17.0 
S D 1. 1 0. 5 0. 7 0. 6 1. 0 0. 7 0. 5 2.5 
なし 
2. 2 2. 8 2. 6 2. 6 1. 8 2. 9 2. 2 16.8 
S D 1. 0 0. 5 0. 8 0. 6 0. 8 0. 3 0. 6 1.9 
あり：n = 79　なし：n = 24 
ス ポーツ健康学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 4 2. 7 2. 6 2. 4 2. 7 2. 1 17.5 
S D 0. 7 0. 5 0. 6 0. 5 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
なし 
2. 6 2. 6 2. 6 2. 5 2. 5 2. 8 1. 8 17.4 
S D 0. 7 0. 5 0. 8 0. 8 0. 9 0. 4 0. 7 2.6 
あり：n = 148　なし：n = 17 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
文学部 
あ り ASL R TS Pushup 
Shoulder 
Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 3 2. 8 2. 5 2. 6 2. 2 2. 6 2. 2 17.2 
S D 1. 1 0. 6 0. 8 0. 6 0. 9 0. 7 0. 5 2.6 
なし 
1. 9 2. 7 2. 7 2. 6 1. 6 2. 9 2. 1 16.5 
S D 1. 0 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 3 0. 5 2.0 
あり：n = 64　なし：n = 39 
ス ポーツ健康学部 
あ り 
ASL R TS Pushup Shoulder Mobility 
Rotary 
Stability Total 
2. 6 2. 4 2. 7 2. 6 2. 5 2. 7 2. 1 17.5 
S D 0. 7 0. 5 0. 6 0. 6 0. 9 0. 6 0. 5 2.1 
なし 
2. 4 2. 4 2. 6 2. 7 2. 1 2. 9 2. 1 17.1 
S D 0. 8 0. 5 0. 5 0. 5 1. 0 0. 4 0. 8 2.3 
あり：n = 151　なし：n = 14 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Deep Squat Hurdle Ste p Inline Lunge 
Mean
Mean
Mean
Mean
※ASLR: Active Straight-Leg Raise, TS Pushup: Trunk Stability Pushup
第32号
39
学部とも高校時代よりも運動習慣を持つ者が減っていた。な
かでもスポーツ健康学部生の運動習慣ありの少なさが目立つ
結果であった。本調査時期が、大学に入学したほぼ直後とい
う時期だということを考慮しても、大学生になってからは高
校生の時期と比べて定期的な運動習慣を持つ者が少なくなる
傾向にあるといえる。文部科学省の体力・運動能力調査結果
の概要及び報告書によると、新体力テスト実施後15年間の合
計点の年次推移では、30歳代の男子と20～30歳代の女子では
低下傾向がみられるとしている７。運動習慣では、小学校入学
以前から現在まで全く運動習慣がないと回答した者は文学部
では14.6％(15名)、スポーツ健康学部にも1.2％（2名）みられ
ていた。いずれも全員女性であった。文部科学省の全国体
力・運動能力、運動習慣等調査結果では、女子については小
学生で23.9％、中学生で30.9％の児童生徒が１週間の総運動時
間が60分未満であったと報告している８。若年女性がスポーツ
や運動に適切なイメージをもって積極的に取り組んでいける
ような方策が大学の体育教育にも必要であると考える。
各学校時代の運動習慣とFMS結果では、文学部生は高校時
代の運動習慣のある者の方が、ない者よりも有意にFMS合計
点は高得点を示していた。またスポーツ健康学部では現在の
運動習慣のある者の方がない者よりも有意にFMS合計点は高
得点を示していた。これらの結果から、FMSで評価している
機能的な動きの質的要素は、過去の運動習慣よりも現在、も
しくは現在に近い運動習慣による身体機能を反映していると
考えられる。
一方、小学校入学以前に運動習慣がなかった者同士の検討
では、スポーツ健康学部生が文学部生に比べ、有意にFMS合
計点が高得点を示していた。小学校入学以前に運動習慣のな
かった者でも、スポーツ健康学部に入学している者はその後
に運動習慣を獲得している者がほとんどであり、行ってきた
運動のなかで機能的な動きの質的要素の部分がトレーニング
されてきたことが考えられる。一方、小学校入学以前に運動
習慣のなかった文学部生においては、幼児のころからずっと
運動を習慣化できておらずにいたため機能的な動きの質的要
素の部分がトレーニングされておらず、差がみられたと考え
られる。
２．FMSの内容について
FMSの結果を項目ごとにみてみると、文学部生、スポーツ
健康学部生ともに男女間の比較では男性に比べ女性の方が
Trunk Stability Pushupの点数が低かった。この種目は体幹の
前後ストレスに対して安定させる動きとともに上肢の力が必
要となる。女性は男性に比べ体脂肪率が高く、筋力が弱いこ
とが知られている９。FMSの7つの項目の中でも直接筋力発揮
に関わるこの種目に差がみられたのは性差によるものが大き
いと考えられる。
FMSの開発者であるGrayは、FMSの種目にそれぞれ意味を
持たせている６。まず最も基礎となる「基本的な動き」として
Active Straight-Leg RaiseとShoulder Mobilityの2種目を挙げて
いる。Active Straight-Leg Raiseはランニングやプライオメト
リック動作などに代表されるクローズドキネティックチェー
ンで下肢に負荷をかけていく際に重要であり、Shoulder
Mobilityは腕での押す動作、引く動作、さらに頭上で押したり
引いたりする動作に重要であるとしている３,６。次に「最大下
の安定性」としてRotary Stabilityを挙げている。これは伝統的
なコアトレーニングとして用いられており、高閾値でのコア
のコントロールを引き起こす為のトレーニングである６。さら
に「高閾値の安定性」としてTrunk Stability Pushupを挙げて
いる。重い上下肢の負荷をかけ、頑健なプライオメトリック
活動を行う種目である６。最後に「機能的な動きのパターン」
としてInline Lunge、Hurdle Step 、Deep Squat を挙げている。
Inline Lungeはランジ動作でのエクササイズと負荷を含めてい
る。Hurdle Stepは片脚で構える際のエクササイズと負荷を含
めている。Deep Squatは部分的もしくは全体的なスクワット
パターンのエクササイズと負荷を含んでいるとしている6。本
結果から全体的にみると、大きく差が開いていたと考えられ
たのはDeep Squat、Trunk Stability Pushupの2種目のみであり、
その他には一定の傾向が認められなかった。この結果はFMS
の個々の項目による違いが大きいことを示している。本来、
FMSはあくまでも個別に評価を行い、そこで出てきた動きの
課題を個々にフィードバックし、その後のエクササイズに生
かしていくものである。本結果は、このGrayが最初にFMSを
提唱した際の考えが示していることころそのものであると考
える。
３．学生の取り組みと今後の課題
本研究ではFMSを学生の体力要素の評価項目として使用す
る可能性を探るために、FMSの総合点から評価を行った。本
取り組みは学生たちにとっても基本的な動きを通して自身の
身体を知る良い機会になったことが実習を通して感じ取るこ
とができた。今後は個々の点数から得られたFMSに基づく課
題をフィードバックする必要がある。方法としては個々の学
生ごとにCollective Exercise３,４,６として各々が持つ課題を修
正するためのエクササイズを処方する。個別の課題に基づく
エクササイズということで、運動習慣のないものでも動機づ
けになるようなエクササイズを通して、気軽に自らの意思で
運動が行えるような仕掛けとしていきたい。
Ⅴ．要約
2013年度の新入生を文学部学生とスポーツ健康学部学生に
分け、質問紙による運動習慣評価とFunctional Movement
Screen（FMS）を行った。結果、小学校入学以降はスポーツ
健康学部学生の方が文学部生よりも運動習慣のあるものが多
かった。FMSの合計点はスポーツ健康学部学生の方が文学部
生よりも有意に高値を示していた。またスポーツ健康学部学
生は現在の運動習慣のある者の方がない者よりも有意にFMS
合計点が高得点を示し、文学部生は高校時代の運動習慣のあ
る者の方がない者よりも有意にFMS合計点は高得点を示した。
FMSは、過去の運動習慣よりも現在もしくは現在に近い運動
習慣による身体機能を反映していると考えられる。
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